
 

   ［資源管理体制強化実施推進事業(資源管理に必要な情報の提供)］ 

      浅海定線調査 陸奥湾定線の観測結果報告 
 

 

陸奥湾の 12 月の海況概況 
            （2006 年 12 月 5,6 日 観測） 

 

(実 況）(天候不良のため、St.1,2 のみ観測) 

 透明度は St.1,2 ともに 10m であった。 

 水温、塩分は、それぞれ表層（5m）で 13.3,12.2℃、33.21,33.20、中層(20m)で 13.0,12.5℃、

33.21,33.20、底層（海底上 2m）で 13.0,12.2℃、33.21,33.18 であった。 

 水温の水平差は 5m 層で 1.1℃のほかは 0.5～0.8℃で、鉛直差はそれぞれ 0.4,0.3℃であった。 

  塩分の水平差は 0.01～0.03 で、鉛直差はそれぞれ 0.01,0.02 であった。 

 溶存酸素量は、St.2 の全観測層で 8mg/L 未満(飽和度 92%)、St.1 では底層でも 8.2mg/L(飽和
度 96%)であった。 

 St.2 の 40m 層～底層にはその上層より低温低塩の水が分布している。 

 

(前回差）（前回 11 月 20,21,27 日調査） 

  水温は、St.1,2 とも全観測層で前回より低下し、前回差は-3.4～-1.7、塩分は、前回並または

低下(前回差-0.12～+0.09)した。 

 底層の溶存酸素量はともに前回より増加した(前回差+0.2～+1.0mg/L)。 

 

(平年差）(平年値は 1972～2005 年の観測値の平均値、St.1,2 のみ) 

  透明度は St.1,2 ともに平年差-4m で平年よりかなり低め。 

 水温は、St.2 の 20m 層以浅で平年並み(平年差+0.2～+0.5℃)、St.1 の 5m 層でかなり高め (平

年差+1.5℃)のほかは平年よりやや高め(平年差+0.6～+1.3℃)であった。 

 塩分は、St.1 で平年よりやや低め(平年差-0.33～-0.34)、St.2 でかなり低め (平年差-0.33～ 

-0.38)であった。 

 

              （添付資料 観測結果表、水温・塩分の水平分布及び鉛直分布図） 
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水温(℃),塩分の水平分布及び鉛直分布図

(2006年12月5,6観測)


